






要約 川崎病冠状動脈瘤を予測する中野らのスコアーシステムの再検討を,われわれの施

設の症例において retorospective におこなった。122 例の対象中,95 例は冠状動脈正常

例,27 例が動脈瘤合併例であった。その結果,動脈瘤合併例中,スコアーシステムで陰性と

判定された偽陰性例が 27 例中 13 例,48.1%という結果であった。またこのなかには 2例の

巨大動脈瘤合併例も含まれていた。以上の結果,同法の臨床への応用は難しいと思われた。 


